
青、緑、紫の各線は以下モデルによる太平洋
プレート上面の深さの等深線

青： Nakajima and Hasegawa (2006)及び
Nakajima et al. (2009)

緑： Iwasaki et al.(2015)及び Lindquist et 
al.(2004) （日本列島域モデル）

紫： 内閣府（2013）
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９月７日茨城県沖の地震（付近プレートモデル及び震源分布）
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震央分布図（2020年9月1日～27日、M≧0.5、100km以浅）
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震央分布図（2020年9月1日～30日、M≧1.5、60km以浅）

左図矩形内の断面図（AB投影）
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左図矩形内の断面図（AB投影）

9月5日M4.6の地震より前を灰、M4.6の地震～9月7日M5.2の地震より前を
青、M5.2の地震以降を赤で表示
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